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ピースウィンズ・ニュース

※ピースウィンズ・ショップの収益はPWJの支援活動に活用されます。

ご注文は、 https://pwshop.ocnk.net/
FAX：03-3465-2112 またはTEL：03-5738-8021まで

PWJオリジナルカレンダー 
販売開始！
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　台風15号が首都圏を襲った直後の9月10日、
千葉県では55万戸以上が停電し、多くの医療
機関でも停電・断水が発生しました。ピース
ウィンズ・ジャパン（PWJ）は医師や看護師
を含むチームを派遣し、緊急支援にあたりま
した。その一人、坂田大三医師の報告です。

　私は10日夕方、広島県神石高原町からヘリコプターで現地に向かいました。翌11日、停電し
た千葉県北部の病院からの要請を受け、看護師と一緒に救急車に同乗して、患者を受入先の病院
まで搬送しました。災害の影響で道路は渋滞し、付き添いの医師が不足する中での支援でした。
12日には館山市の安房地域医療センターの依頼で、救急外来の診療支援に。救急患者が通常の3
倍近い日もある切迫した状況で、診察した患者さんの中には、屋根のブルーシート張りの最中に
転落した人や、ガラスで外傷を負ったボランティアの人もいました。
　館山市内では電柱や信号が強風で倒れ、多くの家屋の屋根が吹き飛ばれていました。避難所を
回ってみると、多くの高齢者が床に畳一枚で寝ていたり、トイレが使用できなかったりと、衛生
面などに不安があることがわかりました。私たちはウレタンマットや枕などを配布。8月に協定
を結んだ災害人道医療支援会（HuMA）と協力し、被害調査と健康調査を目的とした戸別訪問も
行いました。
　医療チームは16日で活動を終えましたが、その後も現地にPWJスタッフが駐在し、災害ボラ
ンティアセンターの運営支援、家屋のブルーシート張りの支援などを続けています。
　私は千葉県出身で、医師としても柏市、浦安市で研修を受けました。今回は見慣れた風景が様変わりした

のを目の当たりにしながらの活動となり、特別な想いがありました。日本では近年、「記録的」と言われる

災害が毎年のように起きています。今後も医療チームの一員として、被災地での支援活動に励んで参りたい

と考えております。　　　　　　　　　　　　　                                                   PWJ医師 坂田大三
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　気がつけば2019年の日々もあっと
いう間に過ぎ、2020年が徐々に見え
てきた今日この頃。毎年ご好評をい
ただいているピースウィンズ・ジャ
パンカレンダーが今年も登場です！
　PWJが支援活動を行っている地域
の子どもたちの笑顔を集めたPWJオ
リジナルカレンダー「Smile of The 
World」。カレンダーの向こう側か
ら命の尊さが伝わってくる、そんな
仕上がりになっています。ご自宅や
職場、ギフトに是非ご利用ください。
皆様お一人お一人の素敵な思い出が
カレンダーに書き込まれていきます
ように。そして2020年が災害のない
良い年でありますように。

秋冬限定の
ピープルツリーチョコレート
の販売もスタート！
　今年は昨年のラインアップに加え
て「コーヒーニブ」と「カカオニ
ブ」が新登場。澄んだ空気香る秋冬
シーズンを、上質なチョコレートと
共に過ごされてみてはいかがでしょ
うか。大切な方への贈り物はピース
ウィンズ・ショップで！

秋冬限定商品が続々登場 !
世界の笑顔につながる
贈り物はいかがですか？
　クリスマスギフト・年末ギフト・新
春ギフトの季節がやってきました！
ピースウィンズ・ショップの商品を通
じて、国内外でサポートを必要として
いる方々の笑顔作りに参加してみませ
んか？ラッピングやのし、メッセージ
カード添付なども承ります。
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ハイチ　
地域住民に対する防災能力強化研修　「PWJの研修をもっと早く受けていたら、あれほど被害は大き
くなかっただろう」
これは、防災研修を受けた男性の言葉です。3年経った今でも、
悪夢は彼の頭から消えることはありません。　2016年10月にハイチを襲った巨大ハリケーン「マシュー」。
強風と豪雨で尊い人命が奪われ、多くの家が倒壊し、収入源とな
る家畜が死にました。PWJは被害が特に大きかった南県で地域住
民に対する防災能力強化事業を行っており、災害の基礎知識や備
え、避難の重要性などを伝えています。　二度と悲惨な事態を繰り返したくないと、住民は真剣に研修に参加し、地域一体となって建設技術の向上と、防災・衛生知識の普及に努めています。
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支援地レポート

救急外来で診察支援にあたるPWJ医師
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PWJの活動にご協力ください

【郵便振替】
口座番号：00160-3-179641
加入者名：特定非営利活動法人ピースウィンズ・ジャパン
※特定の地域・活動へのご支援の場合は、通信欄に国名等（国内の支援事
業の場合はその事業名）を明記してください。
※領収書が必要な場合などはご連絡ください。ご連絡をいただかない場合、
銀行振込ではご住所が分かりかねますので、領収書を発行できません。

【銀行口座】
●PWJの活動全般へのご寄付
銀行名　：三井住友銀行  青山支店
口座番号：普通 1671932
口座名義：特定非営利活動法人
               ピースウィンズ・ジャパン広報口

※認定NPO法人のＰＷＪに対するご寄付は、寄付金控除の対象となります。

　10月12日、本州に上陸した台風19号は、各地で河川の堤
防の決壊やはん濫を引き起こし、甚大な被害をもたらしまし
た。医療機関で断水・停電が起こると患者さんの命に関わるた
め、他の医療機関へ搬送する必要があります。PWJはDMAT
（災害派遣医療チーム）と協力し、断水・停電が発生した長野
市内の病院から238名の患者の緊急搬送支援を行いました。

真備から佐賀へ　炊き出しで被災地を支援

　10月10日、（株）湘南ベルマーレさんにご協力いただき、昨年
9月下旬に地震、津波で被害を受けたインドネシア・スラウェシ
島のスマリ仮設住宅の子どもたちに、ボールとユニフォームを贈
りました。贈呈式の後には、サッカーチームの青年たちと混合で
親善試合を行い、小学校の子どもたちにサッカーを教えるなど、
子どもたちの笑顔がはじけるイベントになりました。

ピースクラフツSAGA EDITION 2019デビュー

被災地の子どもたちにサッカーボールを！

ピースウィンズ・ジュニア・グローバルシチズン・サマーキャンプ2019実施

ピースクラフツSAGA EDITION 2019デビュー

被災地の子どもたちにサッカーボールを！

断水と停電被害を受けた病院から患者を緊急搬送

～緊急支援事業～

世界各国から参加した28名の参加者

李荘窯業所／八面取り細花入れ白マット

“カワを囲んで” PWJイラクチームとご家族
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　今年も全6日間の日程でサマーキャンプが実施さ
れました。今年のキャンプは広島県神石高原町と、
愛媛県上島町の弓削島、豊島で開催され、香港、シ
リア、韓国、ザンビアそして日本の5か国から計２
８人の子どもたちが参加しました。
　それぞれの想いを持って集まった子どもたちは、
多様な国籍、文化、社会、経済的背景をもつ新しい
仲間と出会い、共に学び、探求し、異なる価値観を
共有しながら、世界の課題の解決策を探りました。
　子どもたちがグローバルなビジョンとリーダー
シップを身につけ、自分の人生と世界を変える情熱
を持った未来のリーダーとして育つことを願ってい
ます。

ピースウィンズ・ジュニア・グローバルシチズン・サマーキャンプ2019実施

外務大臣表彰の受賞（イラク）
　1996年の団体設立以来、PWJはイラクで支援活動を続けています。
23年の歴史を持つPWJのイラク事業を中心となって支えてきたのが、現
地事業代表のカワ・サミ・サブリです。このたび、日本とイラクの相互理
解の促進に対する長年の功績が称えられ、外務大臣表彰を受賞しました。
　イラクのクルド人自治区出身のカワは、PWJ代表理事の大西が別の団
体で活動していた時から交流があり、イラクでのPWJの事業立ち上げを
支え、2001年には職員としてPWJに加わりました。以来、水・衛生支
援、教育支援、キャンプ整備を含むシェルター支援、保健支援、電気設備
や道路などの基礎インフラ支援、越冬・越夏を支える物資配布など、多くの

分野でイラクの人びとや国
内避難民、難民の緊急ニー
ズに応えてきました。
　これからもカワをはじめ
PWJスタッフは、イラク
の人びとを支えたいという
日本の皆さまの思いを届け
ていきます。

（インドネシア）
　インドネシア・ロンボク島事業の現地事業
責任者の牛田香も、西ヌサトゥンガラ日本人
会会長として、日本とインドネシアとの相互
理解を促進した功績で、外務大臣表彰を受け
ました。PWJは、2018年にロンボク島で
発生した地震被災者の支援として、物資配布
や給水支援、仮設住宅の建設を実施し、現在
は給水網の整備を行っています。その中で牛
田香は、活動を共にしている提携団体や村の
人々との交渉や調整をインドネシア語で行
い、現地の人々に寄り添った支援を目指して
事業を進めています。

台風19号被災地（長野・福島）・九州北部豪雨被災地（佐賀）でも

雨が降りしきり、ドロドロの病院前の様子
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　2018年に開始したピースクラフツSAGAの商品・作品開発プロ
ジェクトは2年目を迎えました。今年は鍋島緞通吉島家、有田焼の
李荘窯業所、坂本窯陶工房、幸楽窯の４つの工芸事業者が参加し、
「ピースクラフツSAGA EDITION2019」としてこの秋デビュー
しました。デザインを担当したのは今年2年目となる澄川伸一さん
と初参加の半田理恵さん。打ち合わせと試作を
重ね、「伝統工芸品を日々の暮らしに」をテー
マに、現代の生活にふさわしい商品を作り上げ
ました。11月よりそれぞれの事業者で販売する
ほか、PWJへのふるさと納税の返礼品としても
ラインアップされます。 
URL: https://www.furusato-tax.jp/gcf/657

　8月末に九州北部で発生し
た集中豪雨に対応し、医療・
物資支援を実施したPWJ。
　同じく昨年の西日本豪雨で
被災した岡山県真備町のみな
さんが炊き出しを申し出てく
れました。品数多く温かい食
事を届けたい、コーヒーを楽しみながら笑顔で語り合える場を
作りたい。同じ被災者だからこそ分かること、伝えられること
を届けに行きたい。そんな思いで、真備で活動する地元の協力
団体とPWJチームは佐賀県大町町の避難所で炊き出しを行い
ました。 


